
７. 結論
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　結論
「今回調査した中では、日本人学生は人生に満足している」
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・人生満足感尺度は個人によって違うものの、国の文化に大きく
　影響される。

・インドネシアとベトナムのパラドックスも文化によるものである　と考えられ
る。

・ウェルビーイングが一人ひとりで異なる為、絶対的な定義は
　存在しないのではないか



反省点
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・年齢と性別が意図的では無かった。

→男女共学の大学に調査対象を絞る、年齢制限を設ける等

・回答数が少なかった。

→他大学への依頼、調査対象の変更等

これらには研究結果が偏るなどのリスクも十分存在するため、検討が必要


